
　

北
海
道
が
主
催
す
る
「
統
計
グ
ラ

フ
全
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
美
国
、
日

司
小
学
校
の
児
童
４
作
品
と
一
般
か

ら
の
１
作
品
が
入
賞
、
日
司
小
学
校

と
野
塚
小
学
校
が
学
校
賞
を
受
賞

し
、
11
月
５
日
、
美
国
、
日
司
、
野

塚
の
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
表
彰
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
川
井
順
應
町
統
計

調
査
員
協
議
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
統
計
に
つ

い
て
の
知
識
の
普
及
と
表
現
技
術
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
目
的
に
、
昭
和

28
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
60
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
道
内
16
校
の
児
童
や

生
徒
、
一
般
の
応
募
者
２
９
８
人
、

２
９
３
作
品
が
応
募
し
、
町
内
で
は

４
校
12
作
品
、
一
般
か
ら
１
作
品
の

合
計
13
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

応
募
作
品
は
、
岬
の
湯
の
食
堂
の

人
気
メ
ニ
ュ
ー
や
漁
協
に
出
荷
さ
れ

る
ウ
ニ
の
パ
ッ
ク
数
、
海
岸
に
止
ま

る
車
や
テ
ン
ト
の
数
な
ど
地
域
の
日

常
が
見
え
る
作
品
の
ほ
か
、
高
騰
す

る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー

な
作
品
も
あ
り
、
ど
の
作
品
も
ア
イ

デ
ィ
ア
と
工
夫
に
富
ん
だ
作
品
で
し

た
。
特
に
、
日
司
小
学
校
４
年
三
上

琴
加
さ
ん
の
作
品
は
、
積
丹
町
の
人

口
に
つ
い
て
、
男
女
別
、
年
齢
別
な

ど
の
視
点
か
ら
詳
細
に
調
べ
、
見
出

し
や
配
色
な
ど
へ
の
工
夫
も
評
価
さ

れ
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

入
賞
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
１
部
（
小
学
１
・
２
年
の
部
）

佳　

作

　

杉
野　

真
幸 

君  
(

日
司
小
２
年
）

　

三
上　

翔
矢 

君  
(

日
司
小
２
年
）

▼
第
２
部 

（
小
学
３
・
４
年
の
部
）

特　

選

　

三
上　

琴
加　

  
 

（
日
司
小
４
年
）

佳　

作

　

西
川
亜
依
里　
　

 

（
美
国
小
３
年
）

▼
第
５
部
（
高
校
生
以
上
一
般
の
部
）

佳　

作

　

西
川　

里
佳　
　

 
(

美
国
町
）

▼
学
校
賞

　

日
司
小
学
校

　

野
塚
小
学
校

　　

　

日
司
、
野
塚
小
学
校
が
学
校
賞

統
計
グ
ラ
フ
全
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選　

さ
　

ん
さ

　

ん
さ

　

ん

▲美国小学校

▲

野塚小学校

日司小学校▲

　

※
入
賞
作
品
は
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/tuk/

　
　

特
選
「
私
達
の
町
積
丹
町
の
人
口
調
べ
」

 　
　

日
司
小
４
年　

三
上
琴
加
さ
ん　

の
作
品

▲
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今年も大盛況！今年も大盛況今年も大盛況

酒は し ご第8回

　積丹町飲食店組合（別所範一会長）が主催する「はしご酒大会」が

11 月９日に開催され、町内外から約２３０人がお寿司とお酒を堪能し

ました。

　日頃、飲食店を利用してくれる皆さんへの感謝と商店街の活性化を

図ろうと始まったはしご酒大会は、今年で第８回を迎え、今では町の

一大イベントになりました。毎年、このイベントを楽しみにされてい

る方が多く、今年は、チケットが販売初日に完売する盛況ぶり。

　職場の同僚や友人、グループなど４

コースに分かれ、１時間 15 分の制限

時間で４軒をは
・ ・ ・

しごし、各店とも賑わ

いを見せていました。

　また、ゴール後に行われる恒例の大抽選会で

は、ビールやお米、さんま、特賞千円のつかみ取りなど１６５本の景

品が用され、抽選番号が読み上げられるたびに歓声と拍手が会場を包んでい

ました。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

さ

  

三 

上 

琴 

加    
(

日
司
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん 

日
司
、
野
塚
小
学
校
が
学
校
賞



心に響け　 !  !
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   ― 美国中学校吹奏楽部第２回定期演奏会 ― 

　日頃の練習の成果を披露し、いつも応援

してくださる地域の皆さんを楽しませよう

と、美国中学校吹奏楽部（伊藤優香部長・

部員 11 人）による第 2 回定期演奏会が 10

月 27 日、総合文化センターで開催されまし

た。昨年よりも人数が大幅に減少した同部

は、編成上の都合から、４月から違う楽器

に転向した部員や先輩がいないパートに１年生部員が担当するな

ど、様々な困難を乗り越え、演奏を聴いてくださる皆さんの心に

響くよう、楽しく、愛される演奏を目指し、これまで練習に取り

組んできました。

心に響け　 !  !
11 人が奏でる

ハ ーモニー

　演奏会では、伊藤優香部長が、「この日のために一生懸命に練習

し、いろいろな企画に挑戦しました。私たちと一緒に楽しみましょ

う。」と挨拶。第１部は、今年の札幌地区吹奏楽コ

ンクールで銀賞を受賞した「４つの古い舞曲」な

ど４曲を演奏しました。

　制服からポップ系の洋服などに着替えて始まっ

た第２部では、「ＨＡＮＡＢＩ」「遥か」などのＪポップなど８曲を演奏。ダ

ンスや寸劇を交えた曲の紹介など、数々のパフォーマンスで会場を楽しませ

たほか、この演奏会で引退する３年生に感謝の言葉と花束を贈る場面もあり、

笑ったり、涙を誘ったりと、心に響く演奏会となりました。

　
国
と
北
海
道
は
、
こ
の
冬
、
北
海
道
内
に
お

い
て
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
節

電
対
策
を
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
推
進
す

る
た
め
、「
北
海
道
地
域
電
力
需
給
連
絡
会
」

を
設
置
し
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
も
節
電
へ
の
取
り
組
み
を

実
行
す
る
な
ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間
及
び
時
間
帯

　

◆
12
月
10
日
㈪
～
12
月
28
日
㈮

　
　
　

平
日　

16
時
～
21
時

　

◆
１
月
７
日
㈪
～
３
月
１
日
㈮

　
　
　

平
日　

８
時
～
21
時

　

◆
３
月
４
日
㈪
～
３
月
８
日
㈮

　
　
　
　
　
　

16
時
～
21
時

●
節
電
の
量

　

◆
７
％
以
上（
平
成
22
年
同
期
比
）

　
　

特
に
夕
方
以
降
、
午
後
４
時

　

～
午
後
９
時
の
時
間
帯
の
節
電

　

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

   

こ
の
冬
の

　

  

ご
家
庭
に
お
け
る
節
電
の
お
願
い
！

　
　
　  

一
昨
年
同
期
比
７
パ
ー
セ
ン
ト
節
電
を
目
標
に

　
　
　   

午
後
４
時
～
午
後
９
時
に
節
電
を
！

節
電
を
お
願
い
し
た
い

　
　

期
間
・
時
間
帯
・
量

節
電
時
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

●
暖
房
の
控
え
過
ぎ
に
注
意
し
、

  

体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
付

  

け
ま
し
ょ
う
。

●
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
、

  

生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲

  

で
の
節
電
に
協
力
く
だ
さ
い
。

   

こ
の
冬
の

  

ご
家
庭
に
お
け
る
節
電
の
お
願
い
！

　
　
　  

　
　   


